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編 集 後 記

臨床教育学講座の年報 『臨床教育人間学』もこの号で第5号 を迎えることになった。この

年報を発刊することを決めたとき、大学院生の研究発表だけではなく、講座のスタッフも必

ず原稿を執筆す るという約束を取り交わした。それは臨床教育学という学問が若い学問であ

り、講座のスタッフそれぞれがこの可能性を秘めた学問を発展させていかなければな らない

という義務感によるものといえる。そのためこれまで、皇紀夫先生 をはじめ、皆藤章先生、

私はどれほど忙 しくても年報のための原稿を用意 してきた。

しか し、今回は皇先生の退官の記念論文集を作ることにスタッフの力を集中したために、

スタッフは年報に研究論文を載せることができなかった。それは残念なことではあるが、 こ

の号に掲載されている大学院生の研究論文は私たちの不在を感 じさせないものとなっている。

掲載されたこれ らの論文にはまだ粗さはあるものの、それは未開拓の沃野を拓 こうとする力

強い一撃によってもたらされる粗さであり、臨床教育学 という新 しい学問を担 う研究者にふ

さわ しいものといえよう。

今回の号の編集では陳淑敏さんと宮崎康子さんに手伝 ってもらった。末筆なが ら、 この場

を借りて心より感謝 したい。

2003年 春

矢野智司
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